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i雑 録

筒 蔦 の 腐 敗 病

瀧 元 清 透

(0)緒 言

大正十一年冬期 より大正十二年春季に亙 り荷菖(CJirysanthemumcoronariumL.)に 一種の黒

色を呈して腐敗する病害発生 せ り,共病状炭直病に 類似するところありと難 も炭疸病原菌を

見出すをこと能はす して細菌のみを検出 するを常とす,依 つて各地 より採集せる標本につき

て菌の分離 を行ひ共得たる分離細菌 を接鍾して共病原性 を確め,次 いで病原菌の形態培養上

の特性及び,生 理的性質を究むるに及び,本 病は細菌の寄生に依 りて起 り而 も共病原細菌は

從 來植物に寄生 して病原 をなす細菌と異なる種類なることを認めた り,fleiを 侵す細菌類に

關 してはPhilippineに 於て茄子青枯病菌Bacterium Solanacearum Smithの 寄生を報告ぜ られた

るに過ぎす,而 して本病の被害史に 關 しても詳細な らす して,中 田教授 は大正十二年一月始

めて之れを鹿兜島縣にて採集せ られ,次 で余は福岡 市附近の疏菓栽培地至 るところより採集

せ り。

(二)病 徴

本病 は野外に於ては冬季一二月の候に護病 し 夏秋の候に少し,実験 室に於ける接種試験に

徴するも四月以後の温暖なる時候に至れば 感染の歩合極めて少し,本 病は董及び葉を侵すも

のにして,{;あ りては 暗線色水浸状の病斑を生じ漸次黒憂軟化し途に倒伏するに至る,葉

にあ りては一定の病斑 を形戎すること勘 く董の腐敗部より葉柄を通 じて葉脈 より葉片に及び

始めは水浸状 を呈 し次で黒変 して軟化腐敗す,三 四月の頃に至 り輩の梢硬化したるものに襲

生する場合には共の新葉及び董の表面は褐色叉は黒色に変じて枯死し或 は其上牛部より腰折

状を呈 して枯死することあ り。

(三)病 原菌の分離及接種

被害の初期なる植物D上 皮を殺菌 した る小刀にて剥皮 し共の内部の被害組織の一片を取り

出して殺菌水中にて稀繹 し寒天扁弔培養を行ふか,或 は被害董の一部をアルコール中に十秒

闇浸 したる後之を取 りて昇衆水の千倍液中に一二分間浸漬 し之 を更に殺菌水にて一二回洗滌

し左 る後ブイヨン培養基中にて砿埣 して寒天扁干培養を行へり,斯 の如 くして各地 より得た



る標本よりは常に圓形白色の聚落 を得たるを以て塞天に斜面培養を行ひ共二C時 間を経たる

ものを殺菌水に稀繹し筒菖の董及び葉肉内に注射又は葉面に塗抹せしに、注射 した る場合に

は常に磯病せ しも葉面に塗抹 したるものは極めて稀に稜病せ り,更 に 本菌を白菜,莱 醸,水

茱、葱、疲稜草等に接腫せ しに白菜,莱 蕨には稜病せ しも水茶,渡 覆草には蛮病せざりき。

(四)病 原 菌

(イ)形 態及大さ。病原細菌は繭端圓形なる短稈状にしで長 さは幅に二倍す孤立なるも人

工培養特 に食肇加ブイヨンにては極めて 長き鎭状 をなす特性あり,塞 天培養の二四時間 を経

たるものを探 りて染色したるものL大 さは12-4.4× て脂0.8'と す。

(a)運 動及鞭毛,君 き寒天培養を探 りて懸滴装置の下に鏡槍する時は極めて活艘に急進

又は廻旋運動 をな し・レヨフレル氏 の鞭毛染色法により染色する時は一端稀に両端に一乃t_

三個の鞭毛を有す。

(ハ)芽 胞。 包嚢及変形艘を認めず◎

(昌)染 色性。盛基性 アニ リン染料にて容易に着色 しグラム氏法にて脱色す。

(五)培 養白勺性質o

(イ)塞 天(肉 煎汁)扁 雫培養(+15)1)後 育速にして聚落は圓形叉は アメィバ状をなし

表面は平滑或は粗礎 にして僅に中凸周園は完全 し之を廓大する時は内容一様 に細 微なる顆粒

状を呈す,培 養基には二日後に至 り針状の結晶を生す。

(u)塞 天(肉 煎汗)斜 面to(+1の 。発育は り一ビツヒの肉エキスを用ひたるものに比

し甚だ可良にして,菌 暦は 綜状 をなして中凸,稽 白聖様光澤 を有 し表面は粗にして乾燥 し色

な白く特殊の臭氣を有し バター様の稠度を有す,凝 結水は甚しく渥濁 し著 しき沈澱あ り,肉

エキスにて製 したる塞天にあ りては菌暦は平滑 にして且つ漁光を有するの差異あ り。

(ハ)ブ イヨン(肉 煎汁)培 養(+15、 。焚育可良に して二〇時間にして一様 に潤濁 し四八

時間にして甚しく渥濁す,液 の表面には薄膜 を生じ 始めは僅に濁る 曳も容易に破砕 して沈澱

すれ ども四八時間後には被膜は蝋質様の特質とな りて管壁に滑ふて上昇し之を振盪 する時は

細片 とな りて液中に浮遊す,管 底の沈澱は日を経るに從ひ増加 し特殊の奥氣を加へ培養基は

四八時間後には屡紅饗し漸次其色を増すに至る。

(昌)膠 質(肉 煎汁)桶 平培養(+15)聚 落 は圓形僅に中凸周園は完全 し築滑な り培養基

を液化することな く後に至 り培養基内に結晶を生す。

(ホ)・・膠質(肉 煎汁)穿 刺培養(+15)穿刺 口の嚢育良好にして 厚き黄褐色の菌暦を生

7),指 数はFuller's scaleに 依 る,以 下之 に準ずQ



じ下方に至 るに從ひ不良となる穿刺溝内の発育 は羽状をなし膠質を液化せす,培 養基 は穿刺

溝に滑ふて卵白色 を呈するも上部は後に至 り煤色を呈することあり。

(へ)牛 乳培養。脂肪 を除去せ る牛乳に培養する時は極めて徐々にカゼインを沈澱せしめ

六日目に至 り液の上部に僅かに乳精の厨を分離iし二週間にして共暦は一糎 とな り三週間にし

て培養基D三 分の一乃至二分の一・に達す,カ ゼイン を凝固叉はペプトン化することなく培養

基は日を経るに從ひ僅に紅色をItぶ,液 面には特有の被膜を生す。

(ト)リ ト7ス 牛乳。三〇時間に して僅に赤憂 し同時に槌色を初め一週間にして下暦は殆ん

ど龍 色し一 ヒ日間にして全然誕色すカゼインは沈澱し乳精は僅に紅色を帯び少しく漏濁す。

(チ)馬 鈴薯李板培養。X育 可良にして粘稠性 を鮫き其表面は穎糊状 を呈 しバター様の稠

度を有す,培 養基は菌の生長 と共に屡紅墾 し途には僅かに針状の結晶を生するに至る。

(リ)ウ シンスキー氏液。四八時間にして僅に1國濁し液面に蕩膜 を作 り僅かの動揺にも容

易に沈下し之を張 く振盪する時は細)','とな りて液中に浮遊す,五A目 には甚しく漏濁 し薄膜

は特有の蝋質となりて管壁に滑ふて上 昇す,八 日目には液 は多少粘稠性を帯び屡々微紅色を

帯ぶるに至 る。.

(ヌ)コ ーン氏液 には嚢育せす。

(ル)ズ ンハム氏液。僅に発育 し液面に薄膜 を形成するも蝋質ならす。

(ヲ)含 糖培養基。本菌は肉汁塞天及ブイヨンに蒲糖,乳 糖,葡 萄糖,マ ン昌ツ ト,グ リセ

リン等 を加へた るものに培養する時は嚢育殊に良好 にして且つ培養基を紅墾せ しむる特性あ

り。

(ワ).醗 酵管培養。(1)馬 鈴薯汁 を充た したる醗酵管 に培 養する時 は後育良好にして瓦斯

を稜生 し多量の沈澱 を生す。く2)肉 汁ブイヨンに1%の 葡萄糖,蔗糖,乳 糖,マ ンニツト,デ

キス トリン及3%グ リセ リンを各添加せる培養液 を充たせる醗酵管に培養する時は始めは開

管部に於 ける発育甚だ良好にして液面に特有の被膜 と下底に彩 しき沈澱 を生じ後に至 り潤濁

は閉管部に及ぶ,然 れども何れの場合に於ても瓦斯を嚢生せす,各培養液は始めは微に酸性 を

帯ぶるも後に至 リアルカリ性を呈 し且つ紅色となる。(3)2°',uの硝酸加里加 ブイヨンを充た

したる醗酵管に培養する時は嚢育良好なるも瓦斯を発生することなし。

(六)生 理的性質。'

(イ)酸 素の要否。(1)酸 素を除去せ るブフナー氏の装置にて培養する時は嚢育せ ナ。(2)

北里式嫌氣性細菌培養用題甲シヤーレに培養 し夫々水素瓦斯及炭酸瓦斯 を導きて室氣 と交代

せ しめた るに・水素瓦斯中にありては 四八時間後に,炭 酸瓦斯中にありては 六日目に至 り聚



落を形成せ り。(3)1%の 諸種の糖類を加へたるブイヨンを充せ る醗酵管に培養する時は閉

管部に於ても発育す,こ れ等によりて見 る時は本菌は弱好氣性細菌に局す。

(ロウ 還元作用。(1)2%の ペプ トン水に2%の 硝酸加里を加へ本菌を培養する時は三口

後 に亜硝酸の反応 あ り。(a)2%の ペプ トン水にメチレン青を加へ本菌の培養を行ふ時は二

四時間に して全然認色す。

(ハ)イ ンドールの生成。本細菌をブイヨンに培養 しイン ドールの生成を検した るに二〇

日目には常温にて庭置する時は反応 を現出せざるも熟湯中にては微に反応 を認む。

(昌)硫 化水素の生否。本細菌は硫化水素を稜生せす。

(ホ)色 素の生成。本細菌は諸種の糖類を加入せる培養基にて紅色素を生するのみならす

馬鈴薯及肉xキ スを使用したる肉汁及肉汁塞天にても屡々紅色素を出す,此 の色素の形成は

温度の高低及培養基の反応 に關係な く,叉 色素はアルコールに溶解せす。

(へ)結 晶の形成。本細菌は肉汁塞天,肉 汁t膠質,馬鈴薯培養基等にて大なる結晶を生す。

(ト)温 度 との關係。本菌の死滅温度は撰氏五四度乃至五五度の間にして搦氏三八度 にて

稜育微弱となり,同 四〇度にて稜育を中止す最適盗度はf氏 二五度前後にして最低温度は搬

氏零度附近にあり。

(チ)乾 燥に対する 抵抗力。本菌は乾燥に対する 抵抗力弱くして培養後八時間を経たる若

きブイヨン培養をヂツキに塗抹し硫酸乾燥器内に無菌的に入れ置き時々之 をプィヨン培養基

中に投 じて共稜育を槍したるに八時間以内にて死滅することを知れ り。

(り)日 光に対する 抵抗力。本細菌は日光に対する抵抗力彊 くして六月中旬の日光に曝露

する時には一時間にして 優に生存するも二時間にては其三分の二,三 時間に ては全然死滅せ
◎

り。

(ヌ)食 盛に対する 抵抗力。 種々の濃度に食魔 を加入 したるブイヨンに於ては$.oま で

嚢育し,9%に 於ては嚢育不確實にして10%に 至 りて濃育せず。

(ル)酸 に対する 抵抗力。+15の ブイヨンに夫々of%α2%U.3%の 酒石酸,絢 嚇酸を加

へて本 菌 の培養 を行ふ時は酒石酸にありてはa.i%,絢 嚇酸にありてはo.2%を 加へた るも

のに稜育するも夫れ以上のものにあ りては嚢育せず。

(オ)本 菌の稜育に好適せる培養基の反応 。 肉汁ブイヨン中に於ける嚢育は+15に 於

て最 も可良にして+35以 上井に 一7,$.5以下に於ては嚢育せナ。

(ワ)酸 及アルカ リの生成。本菌は普通 ブイヨンに培養する時はアル カリを生す るも種々

の糖類を含有するブイヨン培養液に増蕎する時は著 しく酸 を出し次 にアルカ リを出すに至る



即ち左の如 し。

(カ)人 工培養基上に於ける生活力。本菌は人工培養基上に於ては長 く生活力を保有し塞

天斜面培養にて十ヶ月 除,牛 乳培養にては十三ヶ月 鯨何れ も室温にて生活力を保有せ り。

(ヒ)植 物に寄生する類似細菌 との比較

植物に寄生する細菌にして極毛を有 し塞天基上白色の聚落を生するもの少からす此等の細

菌中荷菖井にこれと寄生關係の類似せる植物に寄生するものを比較する時は次の如 し。

菌 名 大 さ及形態 寒天斜 面
培 養

膠質
溶否

牛 乳培養 皇蘇藤 死滅黙

筒 嵩 菌

 Bacterium  aptatum B. et  J.

Bacterium nnaculicoluna 

MeCUL.

1.2-1.4xO.5-0.8,u

寒 天特 に食 盟 加

ブ イヨ ンに て甚

だ 長 き鎖 状祉 な

し,一 極 稀 に両

極 に1-3個 の

鞭 毛な 有 す 。

1.6-2.6×0,6-O.8,x

鎖 状 なな す こと

「な し,一 極 端1こ

三 個 の鞭 毛な 有

す。

1.6・。cja.6×0.6-O.81z

寒 天殊 に食 騒 加

ブ イ ヨ ンi-Z長

き鎖 状 秘な す,

r・極稀 に雨 極 に

1-5個 の 鞭毛

な 有 す。

白色の菌層

な生 じ,培

養基 は紅変

す。

白色の菌暦

存な生 じ,

壇養基祉緑

愛 す。

白 色の菌暦

な形成 し培

養 基は僅 に

線 色旭呈す。

液化

ぜずo

液 化

す。

液 化

す。

徐 々にカセ

イ ンな沈 澱

ぜ しむ,培

養基は微1二

紅色な帯 ぷ。

同 上

培養基は線

色な帯ぶ。

カセイン及

ホヘー葎分

離沈澱ぜず

2-3週 間

に して培養

・基は黄緑色

と爲 り四 ケ

月にして赤

褐色 に墾ず、

蝋 質の被膜

も作 り,振盪

す る も破屡

叉は沈下 ぜ

ず,液 は紅

色を帯ぶ。

蝋 質の被膜

な形成ぜず,

液 は緑色存

帯2㌔

薄弱 なる被

膜葎作u'"'fr

易に破屡沈

下 す。

擬菌籏葎形

成 す。

54--

55°C

48°d

96°C



Pseulmonas destructans 

      POTTER

Bacterium Solanacearum 

SMITFH

3.+?xP.8ｵ

一 極 に 一 個 の 鞭

盛

1.5xO.5,u

鎖 駿 奄蹴 さず 。

一・極 に一 個 の鞭

毛 な 有 す9

 Bacterium tabacum W. et F. 2.4-5.0 x 0.9-l.514.

Bacterium .Erodii LEWIS

短 春鎖 状凌・なす,

一極に一個の鞭

毛心有 す。

■2-18×0.6.{).$ｵ

短 き鎖 状 な な す,

一 極 に1-3個

の 鞭 毛を・も看 す 。

始 あは白色

な る も次で

褐 色叉に黒

色1こ変じ培

養裁 は淡褐

色を帯ぶ。

灰 白色の菌

層な生 じ培

港i購は紅饗

せず 。

白色の菌暦

あ生ず培養

潴は黄線色

に変ず。

液化

す。

液化

ぜず。

液化

す。

液化

す。

徐'iI牛 乳

な鹸化ぜ し

め培養 基は

暗色存帯ぶ。

徐 々に力廿

イ ンな沈澱

し,培養基は

線色た呈 す。

徐 々にカセ

インを沈澱

せ しめH,つ

清化す,培養

基 に緑憂す。

蝋 質の被膜

な形成ぜず。

蒜膜を形成

し破れ易 し。

52'C

G5°C

13.5°C

即 ち本病原細菌は著しくこれ等の細菌 と異 るものなることを知れ り。

(ハ)本 菌の特性'

本菌は人工培養基就中含糖培養基上に紅色素 を生 じ液髄培養基に特有の蝋質の被膜 を形成

す る特性あ り,本菌の示す呼禾孚数はB瓢2聡2223932に して種名は更に後 日の研究に譲る。

人 の 染 色 腔 研 究 の 現 況

小 出 準 二

細胞分裂に際 しτ現はれる染色艘の鐸目に就いて注意せ られ 始めたのは漸 く1870年 代の

ことで,染 色体(ahr�xrR_s.,ira,e)といみ名稻はisss年 に猫のWaldeyerに よつて與へ られたの

であるが,両 來器械及び技術の進歩と,一 方には遺傳學上重要な 器官であることが知 られて

より,その研究盛んになつて,動 植物を通 じて既に今 日迄に研究 された 穣類は實に彩 しい数

に上 り,一時は染色盟の研突といふことが 學界の興味の中心 となつた観があつた。今 日に於

ては然 し最早大分下火ヒなっでゐるや うではあるが 未だ尚命脈 を保つてゐるのであつて,現

に昨1923年 に於ては吾々人間¢)染色髄に關 しても,本 報としてr1表 された重要な 二論3Cが


